
第５学年   算数科学習指導案 

 

１ 日時・場所 令和８年（20２６年） １０月９日（金） １４：００～１４：４５   ５年１組教室 

２ 単元名 「ならした大きさを考えよう」 

３ 本授業の提案 

本学年は、算数科において苦手意識を持つ児童が多く、九九から始める児童、わからないままにする児童、

一人で問題に取り組めずに手が止まる児童、教員や友達に考えを聞くことで取り組める児童が多数いる。本

単元は、既習した計算法でできることや数が１桁や２桁と少ないことから、まず、計算で躓く児童が少ないの

ではないかと考える。また、日常生活に関わる内容は前のめりに聞く傾向があるため、今後の生活や学習に

活用できる「平均」を単元に選んだ。ゲーム性があるものや興味のあるものが問題に出てくると積極的に参

加することができるため、本単元は教科書問題ではなく、各学級に合った興味関心のある問題（カブトムシ、

紙飛行機、スーパーボールすくい）に変更することで、「やってみたい」と積極的に参加する姿を目指す。 

４ 現状の児童の様子と手立て 

 

 

 

 

 

 

 

５ 単元指導計画（全７時間 本時１/７時） 

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力・人間性 

平均の意味について理解するとともに、測定し

た結果の平均を求めることができる 
概括的にとらえることに着目して、測定した結

果を平均する方法や平均から全体量を求め

る方法を図や式などを用いて考え表現する。 

平均の意味や測定した結果を平均する方法

を、図や式などを用いて考えや結果を振り返

り、多面的にとらえ検討してよりよいものを求

めて粘り強く考えたり、数学のよさに気づき学

習したことを今後の生活や学習に活用しよう

としたりしている。 

 

第１時【1組本時】 平均の意味と求め方について理解する。 

第２時 平均から全体量を求める方法を、平均の意味や図を基にして考え、説明することができる。 

第３時【３組本時】 値に０がある場合の平均の求め方や分離量でも平均は小数で表す場合があることを理解する。 

第４時 より信頼できる値を得るために、測定値の平均を求める場合があることを理解する。 

第５時【２組本時】 いくつかの数値があって、その中に飛び離れた値がある場合に、目的によってはその値を除いて平均を求め

る場合があることを理解する。 

第６時 単元の学習の活用を通して事象を数理的にとらえ論理的に考察し、問題を解決する。 

第７時 学習内容の定着を確認するとともに、数学的な見方・考え方を振り返り価値づける。 

【気になる子の困りと今の姿】 

・算数の学習に苦手意識があり、

理解するのに時間がかかる。 

・一対一では質問したり笑顔を見

せたりすることもあるが、一斉指導

の中では固まってしまう。 

・できなくても周りの子がやってく

れるから大丈夫という、困り感が

ない様子がある。 

【授業での具体的方策】 

・算数が楽しいと興味を持てるような題

材の工夫（授業者の趣味から、子ども

たちへの興味へつなげる） 

・一斉指導の中でも笑顔を見せたり、こ

れなら分かると思えるような取り掛かり

やすい導入の工夫。 

・２問目の自力解決の問題では、十分

に時間を確保し、机間指導も行いなが

ら自信を持たせる。 

期待する姿 

・授業の中で顔が上がる

時間が増えて、その中で

少しでも笑顔が見られた

らよい。 

・自分だけで問題を解い

たという自信をつけてほし

い。 



６ 本時の目標（１/７時） 

平均の意味と求め方について理解する。 

７． 本時の展開 

学習活動 指導上の留意事項・手立て 

1．導入 

『 こんなときどうする？』から「ならす」の共有 

① ごちゃごちゃ⇒すっきり（よごれた部屋） 

② ぐちゃぐちゃ⇒すっきり（グラウンドの土） 

③ バラバラ⇒すっきり   （ブロック） 

④ 多い少ない⇒すっきり（ジュース） 

⇒「ならす」は算数とどんな関係が・・・？ 

 

2．問題提示 

『どちらをすすめる？』 

（問題）初めて虫取りに行く友だちにどちらの木をす

すめるといいだろうか？ 

 

『一つ目の木：公園の気になる木』（単位：匹） 

月 火 水 木 金 

８５ ８０ ８０ ７５ ８５ 

 

・バラバラの数字を見て、導入の「ならす」との関連性

に気づく 

・ならす＝平均 と知る 

【平均＝合計÷個数 公式の共有】 

 

 

3．自力解決 

『二つ目の木：伝説になるかもしれない大木』（単位：

匹）を公式を使って考える 

月 火 水 木 金 

７０ ７０ ８０ ６０ １００ 

 

 

４．発展問題 

『三つ目の木：トトロっぽい木』（単位：匹）を考える 

 
 

月 火 水 木 金 土 

１２０ ３０ １５０ ５０ １３５ ７０ 

・ならす＝「散らかったものがまとまる」ようなイメージ

の共有 

手立て①：簡単な発問 

 

 

 

 

 

手立て②：興味を引く話題 

 

・「初めて」という点に注目させ、たくさん捕まえられる

のではなく、安定して捕まえられるほうが好ましいこと

を共有する 

 

・導入の「バラバラ⇒すっきり」に立ち返り、算数との

関連があることに気づかせる 

・数字もブロックや土と同じように、「ならす」ことがで

きると気づくことができる。 

 

・平均の公式について確認する。 

 

 

 

 

手立て③：自力解決 

・公式に当てはめると平均を簡単に出せることに気づ

くことができる。 

 

 

 

 

 

 

発展要素：合計の数が５から６になっている 

 

授業の視点   ☑他者と協働して主体的に取り組む学習活動 

        □AI、タブレットを活用した個別最適な学び 

        □思考・判断・表現力を育成する言語活動の充実 

めあて  『平均』を使って、比べやすくしよう！ 

まとめ  平均を使うことでバラバラなものを比べやすくなった 


